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学生サポートセンターを開設

■入管からの通知を重く受け止め
西日本国際教育学院は、2022年9月7日（水）に出入国在留管
理庁（入管）から受けた、日本語学校としての受入認定抹消処分
の通知を重く受け止め、人権侵害の再発防止策の実施や改善へ
の取り組みを進めています。

だき、学生の利益確保に向けた取り組みを進めることができました。

■学生の利益確保に向けた取り組みを継続
当学院は、9月9日（金）に「抹消処分の取り消しを求める訴訟」と
併せて、「別途の申し立て（執行停止申立）」を提起しました。その
別途の申し立てについて、9月30日（金）に福岡地方裁判所により、
抹消処分の取り消しに関する訴訟についての第一審判決の言い
渡しまでの間、抹消処分の効力が停止される旨の判決が下されま
した。その判決に対して、即時抗告期限までに入管からの即時抗
告がなかったため、当該の決定が確定しました。
当学院ではそれ以降も、学生サポートセンターを中心に、学生
からの相談や質問、日本語学校からの問い合わせなどへの対応
を継続してまいりました。その結果、学生サポートセンター開設か
ら11月4日（金）に閉鎖するまでの間、多数の学生からの相談対応
やアドバイスを行うなど、学生の利益確保を支援してまいりました。
今後は、学生の皆さんが充実した留学生活を送り、日本語習得
に励めるよう、困り事や悩み相談、アドバイスを行ってまいります。

▲学生相談ブースを開設

▲Student Firstで学生に対応

▲関係先との調整も実施▲職員常勤体制でサポート

2022年9月7日（水）に出入国在留管理庁（入管）から受けた、西日本国際教育学院の日本語学校としての受入認定
抹消処分の通知につきましては、学生の皆様、関係者および社会の皆様に多大なるご心配、ご迷惑をおかけしました
こと、心から深くお詫び申し上げます。当学院としましては、今回の通知を重く受け止め、学生サポートセンターを中心
に、学生の利益確保を最優先とした支援活動を進めてまいりました。
9月30日（金）には、当学院の申し立てた抹消処分の執行停止が裁判所に認められ、確定したことから、当面の間、
以前のように留学生を受け入れることが可能となり、在校生は当学院において日本語教育を受け続けることができるよ
うになりました。現在、宮田学園全体で意識改革と職場環境改善に向け、外部専門企業と連携のもとプロジェクトを立
ち上げ、改革・改善活動を進めています。
留学生に対する人権侵害事案が再び発生しないよう、再発防止策の実施や改善への取り組みを進めてまいります。

2022年（令和4年）
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抹消処分の通知を受けて以降、正し
い情報の共有と不安の解消に向け、宮
田学院長から学生や教職員に対してお
詫びと状況説明を行うとともに、関係企
業や自治体、エージェント等の関係先
にも文書やホームページを通じて、お
詫びと状況報告を行ってきました。より
良い学びの環境を継続して提供するた
め「Student First」を掲げ、担当教員が
一人ひとりの学生と向き合ってきました。
また、9月15日（木）には、「学生サ
ポートセンター」を学院内に開設し、オ
ンラインおよび職員常勤体制により、学
生に寄り添ったケアに取り組んできまし
た。学生からの相談や要望を伺うととも
に、生活面（金銭面、移住先等）の確認

やアドバイスのほか、転校候補先（日本語学校）への連絡や調整
を行うなどのサポートを進めてきました。その結果として、日本語
学校の皆様や卒業生の皆様、全国の皆様に多大なご支援をいた
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学生の利益確保を最優先とした活動を展開
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宮田学院長が学生へ説明 学園の課題解決に向けた活動を推進
西日本国際教育学院では、2022
年10月12日（水）の午前と午後に、
学校放送システムと5ヵ国語（ネ
パール語、ベトナム語、英語、中
国語、ミャンマー語）の通訳を介し
て、宮田学院長から学生に対する
説明会を実施しました。

宮田学園では、年間を通じて学園
の課題解決を図るべく、意識改革と
職場環境改善に向けた取り組みを
進めています。外部専門企業の協
力を得て、学園内に「改革・改善プロ
ジェクト（PJ）」を立ち上げ、外部専門
家と定期的、段階的に協議を進めな
がら改革・改善活動を進めています。
職員の意識改革に関しては、学園
独自で行った人権・コンプライアンス
研修に加え、外部講師を招いての主
要役職者とのディスカッションや人権
意識に関する研修会、全職員による
ワークショップ形式の検討会などによ
り、意識を醸成しています。
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海外在住ネパール人協会が協力 学生の不安を解消し、状況の理解を促進
海外在住ネパール人協会 日本支部 九州委員会コーディネー
ターのタパ アルジュン様、ウプレティ テプラジ様が、2022年9月

の質問を受ける形で進められました。
質疑では、ビザ更新や学生の身分保障、転校や卒業に関するこ
となど、不安や不満に感じていること、まだ納得できていないこと
などが提起され、タパ アルジュン様は一つひとつの質問に対し
て、真摯かつ丁寧に回答されていました。学生達は、その内容に
ついて一定の理解を示す一方で、今回の登録抹消処分は国内で
初めてのケースであり、未確定な内容や不明点も少なからずある
ことから、さらなる質問や不安の声も聞かれました。
当学院としましては、今後も同協会と連携を図りながら、学生達
の不安や不満の解消、理解促進に努めてまいります。

▲宮田学院長(左)と通訳担当

▲職員が通訳して説明▲午前と午後に、各教室へ放映

22日（木）に西日本国際教育学院
へ来校され、1階カフェテリアにて
学生への説明会を実施しました。
当学院は、9月7日（水）に出入国
在留管理庁（入管）から日本語教
育機関としての登録抹消処分の通
知を受けておりますが、同協会が
関係各所との協議を通じて得た情

消するととももに、正しい理解を促
しました。当日は、ネパール出身
の学生をクラス別に4回（各回30分
程度）に分けて、同協会のタパ
アルジュン様から、入管の対応や
当学院の状況、今後の見通しなど
をご説明いただいた後、学生から

報を共有し、学生の疑問にも答える形で、学生の不安や混乱を解

▲不安の解消へ、丁寧に回答▲説明後の質疑応答

▲タパ アルジュン様がご説明

▲真剣に話を聞く学生達

ての登録抹消処分を受けておりましたが、当学院として抹消処分
の取り消しを求める訴訟を9月9日（金）に提起しており、現在、係
属中となっています。同じく、同日に提起した別途の申し立てにつ

いて、9月30日（金）に福岡地方裁
判所により、抹消処分の取り消しに
関する訴訟についての第一審判決
の言い渡しまでの間、抹消処分の
効力が停止される旨の判決が下さ
れ、即時抗告期限までに入管から
の即時抗告がなかったため、当該

決定が確定しました。これにより、係属中の抹消処分取消訴訟の
第一審判決の言い渡しまでの間、抹消処分の効力は停止するこ
ととなります。具体的には、当学院の在校生は当該期間中、継続
して授業を受けることが可能となり、現在の状況や今後の対応な
どについて、5ヵ国語の通訳も介して学生たちに説明し、理解を深
めていただきました。この決定により、当面の間、在校生が引き続
き当学院で学ぶことができ、転校や環境の変化によるストレスなど
の学生への負荷が一定程度改善されることになりました。
当学院では、引き続き、学生の利益確保、学習環境の改善に取
り組み、信頼回復に向けて努めていくことを約束いたしました。

▲学校放送システムを通じて説明

また、毎週月曜日には、コンプライアンスや職場環境改善をテー
マに、職員3名がスピーチを行う時間を設け、各人の意識向上を
図るとともに、その施策を取り入れるなど、改革を進めていま

す。職場の環境改善については、
外部専門家による学園の現状の把
握、職員インタビュー、アンケート、
面談を繰り返し、改革・改善の方向
性とゴールを設定しました。
現在、宮田理事長をプロジェクト
リーダーとして、傘下に学園運営・
教育・経営リソース（ヒト・モノ・カ

めています。分科会を主体に議論・検
討を行い、外部専門企業への情報共
有や相談など、密に連携を図りながら、
目指す姿やその実現に向けた方策の
決定を行っています。改革・改善のタス
クの洗い出しや、全教職員の意思の反
映、そして着実な実行により、早期の目
標達成を目指して取り組んでいます。

▲外部講師による研修

▲ワークショップ形式で議論

▲外部専門企業とオンライン会議

▲分科会の検討状況を可視化

今回の学園報は、出入国在留管理庁より「受入認定抹消処分」の通知を受けてからの対応を中心に、「臨時号」として発行いたしました。

抹消処分の「執行停止」の確定を受けて、現在は、西日本国際教育学院の在校生への授業を継続するとともに、2023年度の留学生募集活

動も進めております。次回からは、通常発行してまいりますので、引き続き、ご指導、ご支援をよろしくお願いいたします。

改革・改善プロジェクト

ネ）に関する5つの分科会を編成し、分科会ごとに課題分析を進

学校の状況と
今後の対応

当学院は、出入国在留管理庁（入管）から日本語教育機関とし


